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　市販 の 皮内反応用 室内塵抗原 （ハウス ダ ス F ）及 び 各

種抗原液 は 従来 Unger 齟｝
の dextrose　 phenol 溶液抽

出法に よ り作成 され ，
0 ．5％ phcnol を 含む 生理的食塩

水 で 稀釈 され た もの が 使用 され て きた ．濃度 は 乾燥原料

か ら計算 して ， LOOGxWV 溶液が使わ れ ，

ハウ ス ダ

ス ト｝こつ い て は 各 ロ ッ トに 石崎
2，

の 閥直法に よ るニカ価検

定 が 行わ れ て ぎた ．ま た 市販 ス ク ラ ッ チ 抗原 液は50弩 グ

リセ リ V 食塩溶液が用い られ て い る ，

　 今回 ，新 た に 抗原液が 試 製 され ，こ れ と上 記 の 市販抗

涼液 との 力価比 較が行な わ れ た の で こ こ に 報告する ．新

抗原液 は 50％ グ リ セ リ ン 食鹿溶液 （グ リセ リ ン 50％ ，

NaCl 　5　Pe） で抽出され ， 緩衝食塩溶液 （KHzPO ‘，　O．04

96，Naz 　HPO
司 0，07箔，　 NaC ［G ，5％，フ ェ ノ ール 0．5

％ ） に て 1eo　PN 　u ！nil 及 び 500　PNulm ！ に 稀釈 され た

もの で あ る， 100PN 　u は 1μg　prα ein 　 nitrogen を 示

す ．た だ し ハ ウ ス ダ ス トは その 特殊性 の た め ，新抗原液

に て も緩衝食塩溶液で抽出 し PNu で な く 1，000x の 表

示 を 用 い た ．

　　　　　　　硬科対象と研究方法

　1． 対 象　各 研 究 機閨 で 治 療中の 気 管支嗤患 ，蕁麻

疹 ， そ の 他の ア レ ル ギ ー
疾患患者で あ る が ，研究の 目的

が ア レ ル ゲ ン の 力価検討に ある た め ，全機関 の 成績を一

括 して 集計検討を 行つ た ．被検対象は ハ ウ ス ダス ト 347

人 ，10種 の 抗原液は 100人以上 ，その 他 の 抗 原液 の 大 部

分は 数十 名で ある，

　2・ 樗料　 ハ ウ ス ダ ス トを始 め とす る吸 入 抗 原 24種 ，

食品抗原39種に つ き市販 の 従来品 （1000x ），新抗原液

100P −Nu ！ml ，500　PNu ！m1 及 び ス ク ラ ッ チ 抗 原 液 （1 ；

io，荘粉類は 1 ：20） の 4 種 を比 較 した ．

　3・ 研 究方法　検定は すべ て 同
一

人 に 同時に 行つ て始

め て 力簡 比 較が 可 能 で あ ろ．そ こ で 従 来 品 を対照 と し 新
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表 1　 掌1定墓準 郡 時 皮 内 蕊 応 暢 怪半1定差 準

反　　応

陰 性 （一）i 盞i疹 0〜 5 麗 、発 赤 0〜 9m 皿

疑 陽 性 （± ）
’

膨 疹 6〜 8 齟 ，↓1冥は 発 赤ユ0〜19pm

陽 性 〔＋）

．
毀1疹 9〜15 皿訓滅 iよ発赤20〜4。 mm

強 灘   i鬻 5
驫誌轡

獲 右気4° 瑚 驪 足

　 註 二 膨 疹，発 赤 の ど ち ら か
一力 で 満 足 す れ ば 陽牲．と

　　　判 定 ナ る．

　　　疑陽 性．強 陽 性 は 経 験 的な 分 類 で あ る．

抗原液及びス タ ラ ッ チ 抗原液 を 同
一

人に つ き試験 した ．
』

皮内反応 に 閃 し て は 「注射液量 をO．02tnli 判定時間を 15

分 ，判定基準は 石蔚
＄

の方法 に よ り膨疹直径 9 皿 或は 発

赤20   の 限界を い ずれ か 越 し た もの 　陽性 と した ．但し

膨疹 9那 附近で も全 く発赤 の な い もの は 陰控 と し た ．表

1 判定基準参照）．

　ハウ ス ダス ト抗原 で は抗原液の 絡肉 て 釈系列 を 同
一

患

老 に 注射 して 陽性反応闥膨
〕

を し らべ
， 従来品と新抗原

液の 比 較 を行 つ た ，

　　　　　　　　硬究成續 と考按

　1・ 閾 値法 によ るハ ウ ス ダス ト力価検定

　理 論 ： 従来品 と新 抗 原液 の 力価が等 価な らば ，同一
者

で は 同
一

の 隣値 を示 す はず で あ る． そ こ で 横軸に 従来

品 ，縦軸に 新抗原液に よ る閾笹 （こ の 場合稀釈率の対数

を と る） を とつ た 相 関 図 を 書 い て み る と 各患者の 瞬値

は ，両抗原液が 等価な らば 原点を 通 る45D 綜 上 に な らぶ

は ず で あ る．とこ ろ が稀釈率は 連続 で は な く，患者の 反応

　 図 1 ．觸 醸法 1二 よ る ハウ ス ダ ス ト の 従 来 贔 と 新抗 療

　　 （棄 大 勃内 （⊃），北大 真 内 （× ），群 莫ア レ （▲ ））

鬱i　　 ／纛
　 影 tt　　　　　　　　　　 ／

ρし

曽
　躍“

葺．
二

．三』
マ 

丶き 懿 議 嶷纛 嶷 論

準備状態 ， 反応実施法 や判定の 誤差 な どに よ り実測値は

必 ず し も 等 し くな い 45 °

線を 中心 と し て バ ラ ツ キ を示 す．

　い ま従来品 の 半分 の 力価の エ キ ス の 1認値を し らべ k と

す る と，そ の 抗原液 の 闕値 は すべ て 従来品 の 該当閾値

の 半 分 に で るは ず な の で ， パ ラ ツ キ の 中心 隷は 矢張 り

45°

線を作 り ， 原 点を 通 る459線 （等価 の 場台 の 線） と平

行な線 の まわ りに な らび ，こ の 際 こ の 線は 原点を 通 らず

横軸 の
1h

（対数 で は 1090．5）の 点を 切 る こ とに なる

（図 1 参照），

　 こ の よ うに して 作図後，坐標軸 の 移動 の 程度 か ら従来

品 と新抗原液 の 力魅 の 差 が わか るは ず で あ る．計算は 次

の 通 りで あ る，

　 X ＝ 従来晶 の 閾 1直 〔稀 釈 1音率 ） の 対 数 ， y 鬲新抗原 液

の 閾値 の 対数，X −
y＝a とす ると

　 x と y が等価な れ ば 5 （x
−

y）＝∫a ≒ 0

． ÷ 鎌 の で 三 ．廴 磁 髄 の45
・

線が 横輌 切 る 雌 を
　 　 　 　 　 　 　 n

あ らわす t −El｛L ＝　10gA の A を 求 め れ ば 従来 品 と新
　 　 　 　 　 　 rl

抗原液の 力価の 比 が 求 め られ る．

　作図に ょる従 来品 と新技原液 の 力価は 図 1お よび 第 2

裟の よ うに 従来品／新抗原液の 力価比 は 東大物療内科

1．32，北 大真下 内科1，52，相模原ア レ ル ギ ーセ ソ タ ー

3．68で あつ た ．全 釧合計で は 従来品／新抗標液力価比は

　 表 2　 躍 値 法 に ょ る ハワ ス ダ ス トの 従 来 品 と簫 抗 液

　 　 　 　 原 の 力 価 比 較

　　　　　　　　　　倍 ・ 系 列 蠹 i1。鯀 列

麟難嬲 諏 羅｛蟹 獄
　　旁菁 数 　 12i5 … 92C ’20 ： 3 　5

裏1裳’i
造1新t

’
f［i票えだ1．32／．523．68　2．O ⊥．18　　2 ．O　「　1，6

　 　 、・t，rA　L4・
　 　 ．t」1咽身b 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

2 ．0で あつ た ．す なわ ら新抗原液は 従一L品の
’

，〜、の 力価と

い うこ とに な る ．

　昭和大旧．ヒ内科 で は 5f自稀釈 ， 大阪 市大塩 掴 内科 ，岩

手大光ゴi
．
内科は ユ6倍稀釈で 力雁 を 9）ミ討 し た ．そ れ らを表

に す る と表 2 の よ うに な る，

　2・　閾値 比 較 によ ら な い 力傾検定

　理論 ； 衷 1 に よ り皮J£ 反応 の うち 陰性 の もの を翼 に 疑

陽｛生 （土 ）と陰性に 分類 して 反応を 3 階級 に わ けた ．同

一
対照群 に お け る A 抗原とB 抗原 の 反応 の 報 聞麦を 作る・

と表3 の よ うに な る．

　A と 碆 が 全 く据 関 が なけ れ ば a 〜｛ まで の 9 調は 全く
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　　 　　 表 3　相 関 表 篌 型

丁
＝十 1．0 　　　　　　　　 γ ＝0

　 …
Alo

　
o

　 t＿　 　　　 ．一一一＿

0

00

0

　 1aid

＿ 1 ．

9b

γ ＝ 十 〇，x

新挑 原 液

C h

e

f

不 一一一t致度を表わす．

　成績

　 （1） ハ ウス ダ ス ト．皮内反応 347例 の 集計に よ る 相

関表は 表 4 の 通 りで あ る ．こ の 表 か ら上 記
一致率，不一

　　表 5 　各種 抗 原 液 力 価検 定結 果 （1 ）吸 入抗 原

C

γ ＝o，v

羝抗 原 液

欝繼聯鱗繊
　　　　　　　　　　陣 i颪致
聯 i憂致i呶 憂

致i

A ’　 　 0

従

来 　g 　　B ’

品

　 　 h　 　 i

翌
。

τ

従 来 品 〉 新抗 僚 液

　 A 〃 ｝
　 　 　 i　 　 　 ［

熊 　　 　　｝　 　
1

匪こ 　　　　　 ：

来 oi

。　 　 l
fi［l　　　　　　　　　　　 　
　 　 　 ヨ　　　 　 コ
　　ol
　　　 i
従 来 品 〉 新抗 原 液

・ 1，

理 E
° i　c’

で た らめ の 価 を と る （γ
＝0）．A と B が 全 く同

・一
の 力価

で あれ ば a
，
b

，
c に 測定値が 入 る が d，e ，C9》h，i 欄は 理論

靭 に は 零 て あ る （γ
≡ ユ．O），そ の 中間 提 度の 餐i関 の あ

る と き，皮膚反応に は 蜀値現象が あ るの で ，閾殖陶近 で

拡 あ る抗 原 液で は 反 恵陽 性 とな るが 他 の 抗 原 液 で は 陰 性

と判定 され る こ とが あ り，そ の た め 従来品〉新抗原液或

拡 従 来 品 く 新 抗 原 液の 力徳 の 場 合 前 者 で は d，e，f に 数笹

ぶ で る 可能性は 少 く倭者で は g ，
h

，
i が 空欄とな る 傾向が

大 きい で あろ う、

　 1） 全数に 対す る a ＋ b ＋ c の 合計％は 両抗原反応 の

一
致率 で あ る，2） d 十 e 十 f と 9 十 h 十 1 の 大小を 比

較 す る こ とで 両者 の ど ち らか が 力 価が 高 い か 〔定性的 ）

が わか る．3）　 e ＋ h は
一

方 が 陽性 で 他方が 陰性だか ら

　 表 4　 ハウ ス ダ ス トの 健 来 品 と 新抗 原 液 の 力価 比 較

　 　　 　表 （全 国集 計 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 新 抗 原 波

　

±

　
十

従

来

品

　 1
　 　 ブ タ ク サ

　1ス ギ

花 ［
ア th　 T ツ

粉

抗

原

ク ロ「ぞ ツ

カ モ ガ ヤ

ヒ メ ガ マ

ホ ウ レ ソ ソ ウ

iカ ナ ム グ ラ

ti
ス ス キ

・315i 士 睡 モ 大 ・6

1221 − i46…E 中 28

　　　　　　　　　　 i43176．十 iユ55
： →十 ： 巾

　 　 l　 l　 　 ；　 l　 　 i
123

こ　一←　i　68：→
−
　i　　中　　i44

麟 麟鬧
・・i・i・・i・ 脚 …

15

罎i‡｝
17

∵ i

十

十

十

　 ユ29

（37．2）

　 Z8
（8．1）

　 24
（6．9）

十

　±

　 6
（1．7）
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（8．1）

　 ユ9
（5．5）

　 十

　 8
（2．3♪

　 14
（4．O）

　 91
（25．2丿

ユ43
（41．2＞

70
（20．2）

134

（38．6）

、，i？1） 驫 ， 齒 1，？99．，，

　 （　） は 各 パ ー
セ ソ ト を 示 す ，

維

線

頚
そ

の

他

の

吸

入

抗

原

iム ギ ソ ラ

：イ ネ ワ ラ
…

し パ ガ ラ

…・
モ ミ ガ ラ
…
漂： ガ 　ラ

タ　 タ　 ミ

パ 　ソ 　ヤ

1ア サ 布

イ　ヌ 毛

tt・ コ 毛

羊 　 　毛

1・・i・ i・・1・ 購
i癖 i・・1＋ … L°°i
： 82 十 ； 36 幵　 中　…

ニワ ト リ 羽 毛 1

…
… 司
iキ 　 ヌ 　 l

iワ ∴
l　　　　 　　　　　　 I

　 　 　 大

22 十 i8
− i8Dl

十 i21
』
＋ i

　 123

十 i
　 ：　 　 i64

：

十 i75
’

十 i66
＋ i14

、＋ …
4i＋ i

　
l
　 i41i
＋ i72

， ± i

　 　 　 　 　 　 　 …

　　　　　　　 i
　　　　　　 2gi ±

2° ＋ 　 中 i　 i
8 十 　 　？　 i　 l

　 　 　 　 　 i　 l

471 ＋
』

中
一

… 甜 巨
21
「
十 ．中 　1

43，± P艷 1 
…
＋

43
’
＋

、中 125i＋
34　十　　　中　　125 　i

−
｝一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ；

大 ： 従 来 品 の 力 価 が 新抗 原 液 500PNu ／ml よ り

ユ41＋

｛±

13：±

38：十

中 i1
。oiPN
・ i

　 　 ilOO

　iユ0ノノ　　　し

dii
　

I

　 l

　　　 中 ： 従 来品 の 力価hl　Xt抗 原 液 の 100　PNu ！ml と

　 　　 　　 500　PNu ！rnl の 中掴

100PNu ： 従来 品 の 力 髄 が新 抗 原液 の 100　PNufml と

　 　 　 　 　 等 し い

500PNu ： 従 来 品 の 力鱶が新抗 原 濱 の 500　PNufml と

　 　 　 　 　 等 し い ．
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1GO　PNu ：誕来品 の 力 価 か 懸抗 厚 液 の ICO　PNu 〆ml と

　 　 　 　 等 しい

致率 ，従来品 ，新抗原液優劣を 求め る と次 の 通 りで あ

る ．
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致率を

示 し ，どち らか とい え ぽ従来品 の 方が 力 価が 高 い （20．5

： 8．o＞．

　 こ れ は 隊1値演 の よ うに 正確に は い か ない が，定性的に

み れば 同 じ結果 で あり ，

一致率をみ る と利用晒値が 推定

さ れ る、

　同 じ検討をハウ ス ダ ス Fの 皮内従 来品 と，ス ク ラ ッ チ

エ キ ス 間 で 行つ て み る と74例の 成績て
一

致率48，6％ ，不
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　中 ： 従 来 品 の 力 価 が 新 抗琢 液 の 100PNu ！m ［と

　 　 　 　 　 500PNu 〜ml の 中 悶

lO〔｝PNu ： 従 来 品 の フ丿価 か 籍技 原 液 の 　ユOD　PNu ／ml 　と

　 　 　 　 等 し い

一
致率23．0％ ，皮内〉 ス ク ラ ッ チ 2E．6％ ，皮内 く ス ク ラ

ッ チ 29．7弩で あつ た ．す なわ ち ス ク ラ ッ チ 抗原 に よる 反

応 と徒来 品 〔皮内 ） の 成績 の
一致 度は あ ま り良 くな く ，

方価比較 て は 両 者に 差が認 め られ な い ．こ の 緩 な場台何

故そ うな の か とい う疑問 の 解決 は 別 な方法 で し らべ な け

れ：まならない ．

　 （2）　そ の 他の 抗原．吸 人抗原 23龝，食融 抗原39種て
』

の 従来品 と 100PNu ／m ［，従来贔 と 5   PNu
／／ml 従来品

と ス ク ラ ッ チ 抗漂の 比絞で ある ．

　紙 薗の 都台で 各抗原別に 上記 ハ ウ ス ダ ス ト1’こ つ き行 っ

た 力価検討表な い し図 と同様の もの を の せ る こ とは で き

ない の で
， 結果 だ け を表 5

， 表 6 ，表 7 に 示 し た ．

　表 中の
一致度 の 表現 は80％以上 （昔），60〜79％ （十 ），

4〔二i
−−59％ （± ）．40％ 以 下 （一） と した ．｛旦 し 2∫言十笄：は ノ亅丶

数 以 ド4 捨 5 入 した ．
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　花粉抗原（第 5 表）で は
一

般的 に い つ て Ioa　PNufmi ，

500PNu ！ml 及び ス ク ラ ッ チ 抗 凛 と もに 従来品 の 成 績 と

か な り一致 し て い る ．力価判定 か らみ る と従来占i は IOO

P：
：
ulml と 5001 ’Nu ，，

；
ml の 中閃 に あ る もの が 大ll，S＞で

あつ た ．ス ク ラ ッ チ 反応も従来品 の 反応とか な り
一

致す

る の で 皮内反応 の 代 りに 使用す る幽緬が あ る．一毅 に 花

粉 ア レ ル ギ ー
に お い て 症状 との 関漣 を み る と，か な り高

い 過敏性の あ る こ とが 知 られ て い る の で ，
こ の 点を考え

る と，過敏者 は ， 100P 饕 u ！ml 抗原陽性者 に 含 まP．／ る 可

能性が 大きい ．そ こ で 実施に 当 つ て は 100PNu 〆mi で 行

つ て も充分 目的を達す る と思 わ れ る ．

　線維類そ の 他の 吸 入 抗原 ：表5 で は 5種の 抗原 に お い

て 従来品は 100PNu ／ml の 新抗原液 に ほ ぼ一
致 し，8

種 の 抗原は 中間 に あ り，1種 の 抗 原 は 50GPNu ！m1 に 近

似 した ．ス ク ラ ッ チ を行つ た 5種 の 抗原の うち ・1種 の 抗

原は 従 来 品 と か な り一致 した成 績 で ，動物性食品 抗原纂6

表 で も，一
般的 に い つ て 新抗原液並 び に ス ク ラ “

／ チ 抗原

液の 反応は従来品 と よ く
一

致 し て い る．16種 の 抗原は 力

価 が 中澗に あ り，2 秘 の 抗原の 力 価は 100PNu ／rnlt ： 近

似 して い る．ス ク ラ ッ チ 抗環｛は 従来品と実 に よ く
一

致 し

て い る ．植 物 控食最抗原 （表 7 ） の うち ，8 種 の 抗 原 は

IOO　1’Nu ！m 亶及び 500　PN 可ml の 薪抗掠液並び こ： ス ク ラ

ッ チ 抗 原 液に つ い て 検 討 し．他 の 12種 の 抗 原 は ユ DPNu ／

ml 及び ス ク ラ ッ チ 抗原液だけに つ い て 行つ た ．前者 の

8 種 の 抗原で み る と，反応は よ く
一

致 して お り，6種の

抗原の 力価が 中間値 で 2 種 の 抗原が 100PNu 加 1に 近似

して い た ，一般的に い つ て 10σ PNu ／m1 の 反応は か な り

よ く従来品 と
一

致 して い る ，ス ク ラ ッ チ 抗原も 2種 の 抗

原 を除 け ば 従 来品 （皮 内 ） と よ く一致 して い る．

　　　　　　　　　　結　 　論

　皮 内反応抗原 に つ き従来晶 （ Looox ） と 新抗原 液

（100PNUitml ， 500　PNu ！ml ）及び ス ク ラ ッ チ 抗原 の 力

価比較 を行つ て ，次の こ とが わ か つ た ．

　ハウ ス ダス トの新抗原液 （ 1，00G　x ）は 聞値法 に よ り

従来の ほ ぼ半分 の 力価があ る ，しか し実施面か ら考 え る

とほ ぼ70％ の一致率を 示 し た ．ス ク ラ ッ チ 抗原 の 成績 も

従来品の 皮内反応 に よ く一致 した ．

　そ の 他の 抗原で も従 来 品は
， 大部分 で ，新抗原液 とか

な ウよ く
一致した反応戒績を示 し ， 大部分の 従来贔 の 力

価 は 新抗原液 の 1GO　PNn 〜rnl と 50e　ENu ！m ［の 中澗 に あ

り ， 少数が どち らか ｝こ近似で あつ た ．ス ク ラ ッ チ 抗原も

大綿分に お い て よ く従来贔と
一

致 し た 成績を示 し た ．

　以 上 の 疲績か ら従来品を新抗原液 100PNu ！ml に変更

して も，臨床検査上特 くに 著 しい 混乱乃至 支障をきた す

こ とは ない と考える．

　本研究は 昭和41年10fi　i8日東京に お い て 開催 され た ，

ア レ ル ゲ ン 研究会主 催の 新 旧 ア レ ル ゲ ン エ キ ス 力 価検討

会で 発表 され た もの の 全鬮集計で あ る （文責記者　東大

物療内科　石 酪　達）．
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